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知的財産･ベンチャー
支援室&研究コンプラ
イアンス室を設置

近日開催イベント案内

「オープンベンチャー・イ
ノベーションセンター」
入居申込みを受付開始

お知らせ

研究推進　　　　　　　

先鋭領域融合研究群　　

産学官連携　　　　　　

その他　　

「インターバル速歩の大
規模普及に向けた携帯ア
プリ開発プロジェクト」
が日本医療研究開発機構
（AMED）事 業 に 採 択

JST「産学共創プラット
フ ォ ー ム 共 同 研 究
推 進 プ ロ グ ラ ム
（OPERA）」に 採 択

第 29 回 国立大学法人
共同研究センター長等
会議 報告
イノベーション・ジャ
パン 2017－大学見本市  
& ビジネスマッチング

SUIRLO メンバー紹介

組織運営

知的財産・ベンチャー支援室
＆研究コンプライアンス室を設置

学
術
研
究
支
援
本
部
　 
角
田
　
哲
啓

学
術
研
究
支
援
本
部
　 
阿
部
　
紀
里
子

　

研
究
支
援
機
能
と
研
究
成
果
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
平
成
29
年
10
月
１

日
付
で
学
術
研
究
・
産
学
官
連
携
推
進
機
構
の

学
術
研
究
支
援
本
部
に
「
知
的
財
産
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
支
援
室
」
と
「
研
究
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

知
的
財
産
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
室
は
、
知
的

財
産
の
発
掘
・
管
理
・
活
用
を
担
う
知
的
財
産

グ
ル
ー
プ
と
、
教
員
・
学
生
の
起
業
や
大
学
の

研
究
成
果
に
基
づ
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
・
成
長

を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
を
新
た
に
加
え
た
２
グ

ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
設
立
に
関
す
る
教
員
か
ら
の
問
合

せ
が
増
え
て
お
り
、
相
談
・
支
援
の
窓
口
と
し

て
設
置
し
ま
し
た
。
実
際
に
昨
年
来
３
つ
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

次
年
度
か
ら
の
施
行
を
目
指
し
て
信
州
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
認
定
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の

学
内
規
程
や
施
策
を
検
討
中
で
す
。
12
月
16
日

（
土
）
14
時
か
ら
長
野
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
事
業
創
造
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
等
を
運

営
す
る
（
株
）
ゼ
ロ
ワ
ン
ブ
ー
ス
タ
ー
と
の
連

携
に
よ
り
、「Pre U

niversity A
ccelerator

」

を
実
施
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
及
び
個
別
メ
ン
タ
リ
ン
グ
で
構
成
さ
れ
る
大

学
等
に
お
け
る
研
究
成
果
の
事
業
化
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

研
究
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
は
、
こ
れ
ま
で
研

究
推
進
部
の
各
課
を
中
心
に
担
当
し
て
き
た
研
究

倫
理
や
不
正
防
止
、
利
益
相
反
等
の
研
究
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
業
務
を
１
つ
に
集
約
す
る

と
と
も
に
、
平
成
29
年
８
月
に
発
効
し
た
生
物
多

様
性
条
約
・
名
古
屋
議
定
書
（
遺
伝
資
源
の
利
用

か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
か
つ
衡
平
な
配
分
：
Ａ

Ｂ
Ｓ
）
に
対
応
す
る
た
め
機
能
を
加
え
た
４
グ

ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
、
大
学
の

研
究
不
正
な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
問
わ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
、
関
連
す
る
指
針
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
が
見
直
し
・
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人

情
報
保
護
法
の
改
正
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
は
臨

床
研
究
法
の
施
行

な
ど
世
の
中
の

ル
ー
ル
が
変
わ
る

な
か
、
最
新
の
情

報
を
学
内
外
の
研

究
関
係
者
に
提
供

し
、
安
心
し
て
研

究
活
動
を
実
施
し

て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

知的財産・ベンチャー支援室

研究コンプライアンス室

・知的財産グループ
・ベンチャー支援グループ　New!

・研究不正グループ
・動物実験･遺伝子組換･微生物実験、
   臨床研究、RI、核燃料実験グループ
・利益相反グループ
・ABS 対応グループ　New!

産
学
官
地
域
連
携
課

松
澤
　
哲

文
部
科
学
省
・
地
域
科
学
技
術
実
証

拠
点
整
備
事
業
「
オ
ー
プ
ン
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
入
居
申
込
み
を
受
付
開
始

　

信
州
大
学
は
、
文
部
科
学
省
・
地
域
科
学
技

術
実
証
拠
点
整
備
事
業
に
採
択
さ
れ
た
長
野
県

と
の
共
同
提
案
事
業
の
拠
点
名
称
（
仮
称
：
フ
ァ

イ
バ
ー
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
拠

点
）
を
、「
オ
ー
プ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
）」
に
決
定
し

ま
し
た
。Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
は
、
本
学
の
強
み
で
あ
る

「
材
料
科
学
」
と
地
域
産
業
界
の
精
密
技
術
を

核
に
、
産
学
官
の
共
同
研
究
開
発
を
通
じ
て
製

品
化
・
事
業
化
を
実
現
し
、
研
究
成
果
の
社
会

実
装
を
推
進
す
る
拠
点
（
レ
ン
タ
ル
ラ
ボ
19
室

等
）
と
し
て
、
上
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
平
成
30
年

３
月
竣
工
予
定
で
す
。
11
月
１
日
に
第
一
回
入

居
希
望
者
向
け
説
明
会
（
全
三
回
）
を
開
催
し
、

入
居
申
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
入
居

に
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

研
究
推
進

完成イメージ図
（階数：鉄骨造２階建て　延床面積：約１，８００㎡）

【お問い合わせ先】
研究推進部 産学官地域連携課 担当：岡崎、松澤
TEL：０２６３－３７－２０８７
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科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
が
「
本
気
の
産

学
連
携
へ
、
骨
太
の
産
学
共
創
で
未
来
を
拓
く
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と
題
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム「
産

学
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
研
究
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）」
に
、
信
州
大
学
を
幹
事
機

関
と
し
た
「
埋
込
型
・
装
着
型
デ
バ
イ
ス
共
創
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
４
大
学
、
企
業
１
１
社
）」
で
提
案

し
た
『
生
理
学
的
デ
ー
タ
統
合
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

よ
る
生
体
埋
込
型
・
装
着
型
デ
バ
イ
ス
開
発
基
盤
の

創
出
』
が
平
成
29
年
９
月
28
日
付
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
全
国
か
ら
３
拠
点
の
一
つ
に
本
学

の
提
案
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
、
新
た
な
基
幹
産
業
の
育
成
の
核

と
な
る
革
新
的
技
術
の
創
出
を
目
指
す
と
と
も
に
、

持
続
的
な
研
究
環
境
・
研
究
体
制
・
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
を
持
つ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。Ｊ
Ｓ
Ｔ
か
ら
の
支
援
額
（
年
間
１
・
７

億
円
程
度
）
と
、同
等
の
民
間
資
金
を
活
用
し
た
マ
ッ

チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
形
式
で
、
基
礎
研
究
か
ら
企
業
が

参
画
し
、
研
究
開
発
費
及
び
博
士
課
程
学
生
等
の
人

件
費
等
の
拠
出
を
通
じ
た
本
格
的
な
産
学
共
同
研
究

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
開
発

が
行
わ
れ
て
い
た
医
療
機
器
の
研
究
開
発
の
知
見
と

プ
ロ
セ
ス
を
集
積
・
解
析
し
、
活
用
可
能
な
デ
ー
タ

と
し
て
体
系
化
す
る
「
生
理
学
的
デ
ー
タ
統
合
シ
ス

テ
ム
」
を
構
築
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
研
究
開
発

と
認
証
の
期
間
短
縮
・
コ
ス
ト
低
減
を
実
現
し
、
有

用
性
と
安
全
性
を
高
度
に
両
立
し
た
高
質
な

埋
込
型
・
装
着
型
デ
バ
イ
ス
を
実
現
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
理
学
的
デ
ー
タ
統
合
シ
ス
テ
ム

を
中
核
と
し
た
新
学
域
「
生
体
適
合
シ
ス
テ

ム
学
」
を
創
生
し
、
大
学
院
生
が
共
同
研
究

に
参
画
す
る
な
ど
生
体
埋
込
型
・
装
着
型
デ

バ
イ
ス
開
発
等
に
係
る
高
度
人
材
を
育
成
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
体
埋
込
型
・
装
着

型
デ
バ
イ
ス
の
基
幹
産
業
を
育
成
し
、
一
生

涯
自
立
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
実
現
い
た

し
ま
す
。（
図
参
照
）

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
29
年
か
ら
５
年
間

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
、
生
体
埋
込
型
・
装
着
型
デ
バ
イ
ス
開

発
の
産
学
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成

し
、
日
本
発
の
医
療
機
器
基
幹
産
業
の
創
出

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記者会見の様子、左から田中榮司医学部長、能勢博教授、
増木静江准教授、中村宗一郎理事、齋藤直人バイオメディカル研究所長

　

増
木
静
江
准
教
授
（
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
研

究
所
先
端
疾
患
予
防
学
部
門
）
が
中
心
と
な
っ

て
進
め
て
い
る
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
参
加

者
を
数
万
人
規
模
に
拡
大
す
る
た
め
の
携
帯
端

末
ア
プ
リ
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
国
立
研

究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｄ
）
の
平
成
29
年
度
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
活
用
生
活

習
慣
病
行
動
変
容
研
究
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
８
月
30
日
に
は
記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
能
勢
博
教
授
（
バ
イ

オ
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所
先
端
疾
患
予
防
学
部

門
）、
増
木
静
江
准
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
開
発
し
た
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（※

１
）
と
遠
隔
型
個
別
運
動
処
方
シ
ス
テ

ム
（※

２
）
に
よ
る
体
力
維
持
・
向
上
事
業
を
、

携
帯
端
末
ア
プ
リ
の
開
発
に
よ
っ
て
数
万
人
規

模
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。
平

成
31
年
度
に
は
本
格
的
に
ア
プ
リ
の
運
用
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

　

携
帯
端
末
ア
プ
リ
導
入
に
よ
り
体
力
維
持
、

生
活
習
慣
病
等
の
予
防
に
効
果
的
で
あ
る
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
の
参
加
者
が
拡
大
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
医
療
費
の
削
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
が
数
万
人
に
達
す
れ
ば
、
個
人

の
身
体
特
性
（
年
齢
、性
別
、遺
伝
子
背
景
、形
態
、

体
力
、
健
康
状
態
な
ど
）
を
シ
ス
テ
ム
に
入
力

す
る
こ
と
で
、
運
動
継
続
効
果
の
未
来
予
測
を

行
う
こ
と
な
ど
も
可
能
に
な
り
、
そ
れ
を
個
人

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
参
加

者
は
自
分
の
運
動
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
更
に
、
本
ア
プ
リ
事
業
を
健
康
食
品
・

機
器
メ
ー
カ
ー
の
新
製
品
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
に
利

用
す
る
こ
と
も
構
想
し
て
い
ま
す
。

※

１  

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

個
人
の
最
大
酸
素
摂
取
量
の
70
％
以
上
の
速
歩
と
40
％

の
緩
歩
を
３
分
間
ず
つ
交
互
に
繰
り
返
し
、
１
日
30
分
、

週
４
日
、
５
ヶ
月
間
実
践
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
。

体
力
が
最
大
30
％
向
上
、
生
活
習
慣
病
指
標
が
最
大

80
％
改
善
、
そ
の
結
果
、
医
療
費
が
20
％
削
減
さ
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

※

２  

遠
隔
型
個
別
運
動
処
方
シ
ス
テ
ム

能
勢 

博
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
過
去14

年
間
、

中
高
年
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
熟
年
体
育
大
学
」
を

運
営
し
、
そ
の
経
過
で
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
を
開
発
、そ
の
効
果
に
つ
い
て
７
，３
０
０
名
、

遺
伝
子
に
つ
い
て
２
，
２
０
０
名
の
Ｄ
Ｂ
を
構
築
し
た
。

バイオメディ
カル研究所

下総 　志穂

Ｊ
Ｓ
Ｔ「
産
学
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
研
究

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）」
に
採
択

Ｊ
Ｓ
Ｔ「
産
学
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
研
究

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）」
に
採
択

「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
大
規
模
普
及
に
向
け
た
携
帯
ア
プ
リ
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
事
業
に
採
択

「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
大
規
模
普
及
に
向
け
た
携
帯
ア
プ
リ
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
事
業
に
採
択

研
究
推
進

学術研究
支援本部

鳥山　香織

先
鋭
領
域
融
合
研
究
群

研究領域｢生理学的データ統合システムの構築による生体埋込型・装着型デバイス開発基盤の
創出｣の概要
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産
学
官
連
携

中村宗一郎理事の挨拶

会議の様子

　

２
０
１
７
年
９
月
28
日
〜
29
日
、
秋
田
県
に

て
「
第
29
回
国
立
大
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長

等
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
は
、

大
学
と
企
業
の
共
同
研
究
・
知
的
財
産
等
の
活

用
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
全
国
の
国
立
大
学
等

に
設
置
さ
れ
た
推
進
組
織
の
情
報
交
換
や
連
携

を
目
指
す
場
で
す
。

　

本
年
度
は
、
平
成
２
０
１
６
年
11
月
に
策
定

さ
れ
た
「
産
学
官
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
強
化

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
２
０
１
７
年
６

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
未
来
投
資
戦
略
２
０

１
７
」
に
基
づ
き
、『
組
織
的
な
産
学
連
携
』

が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
会
議

で
は
、
京
都
大
学
か
ら
オ
ー
プ
ン･

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
機
構
に
繋
が
る
組
織
の
構
想
や
山

口
大
学
に
よ
る
知
財
教
育
の
必
修
化
な
ど
の
先

進
事
例
報
告
を
は
じ
め
、
文
部
科
学
省
に
よ
る

政
策
や
支
援
事
業
／
制
度
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
予

算
の
積
算
方
式
や
知
財
管
理
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

人
材
の
獲
得
・
育
成
、事
務
や
教
員
の
意
識
改
革
、

産
学
連
携
教
育
な
ど
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け
て
様
々
な
事
例
紹
介
、

問
題
提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
の
第
30

回
は
信
州
大
学
が
担
当
と
な
り
、
松
本
で
開
催

予
定
で
す
。
本
学
か
ら
は
、
中
村
理
事･

副
学
長

が
出
席
し
、
当
日
採
択
が
発
表
さ
れ
た
「
産
学

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
研
究
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）」
な
ど
に
触
れ
、
次
年

度
は
さ
ら
に
具
体
的
な
事
例
・
成
果
を
踏
ま
え

た
議
論
を
展
開
し
た
い
と
挨
拶
を
し
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

会場の様子

組織展示の様子

　
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
７―

大
学
見
本
市
＆
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
」
が
２

０
１
７
年
８
月
31
日
〜
９
月
１
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
と
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ

Ｓ
Ｔ
）
が
主
催
す
る
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
学
等

の
研
究
成
果
の
社
会
還
元
、
技
術
移
転
の
促
進
、

及
び
実
用
化
に
向
け
た
産
学
連
携
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
術
研
究
・
産
学
官
連
携
推
進
機
構
で
は
、

組
織
展
示
（
大
型
共
同
研
究
を
目
指
し
た
本
格

的
な
産
学
連
携
を
テ
ー
マ
と
す
る
大
学
ご
と
の

展
示
）
と
シ
ー
ズ
展
示
（
大
学
見
本
市
）
へ
の

出
展
を
支
援
い
た
し
ま
し
た
。
組
織
展
示
で
は
、

先
鋭
領
域
融
合
研
究
群
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い

る
体
内
埋
め
込
み
型
歩
行
ア
シ
ス
ト
サ
イ
ボ
ー
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

齋
藤
直
人
教
授
（
先
鋭
領
域
融
合
研
究
群
バ
イ
オ

メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所
所
長
）
と
橋
本
稔
教
授
（
繊

維
学
部
）
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
シ
ー
ズ
展
示

に
は
工
学
部
と
繊
維
学
部
を
中
心
に
５
件
の
ブ
ー

ス
が
出
展
さ
れ
、
企
業
関
係
者
を
始
め
多
く
の
皆

様
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
同
時
開
催
の
「
Ｊ

Ｓ
Ｔ
フ
ェ
ア
２
０
１
７
」で
は
、信
州
大
学
ア
ク
ア
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
）
が
新
規
に
研

究
開
発
し
た
分
離
膜
に
よ
る
塩
水
の
淡
水
化
等
の

実
演
と
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
機
構
で
は
、
研

究
シ
ー
ズ
の
発
信
、
産
学
連
携
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

支
援
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

産学官連携・
地域総合

戦略推進本部長

林　靖人

第
2 9
回 

国
立
大
学
法
人

　
　
　
　

 

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
等
会
議 
第
2 9
回 

国
立
大
学
法
人

　
　
　
　

 

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
等
会
議 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
７

―
 

大
学
見
本
市
＆
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
７

―
 

大
学
見
本
市
＆
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

産
学
官
連
携

産学官
地域連携課

山崎　守雄

学術研究
支援本部

土田　拓



04

2017.12.04　  SUIRLO NEWS  vol.6

お
知
ら
せ

第
１
回　

信
州
大
学　

大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
創
出
・
支
援
セ
ミ
ナ
ー 「Pre 

U
niversity Accelerator 　

〜
研
究

成
果
の
事
業
化
に
向
け
て
〜
」

第
３
回「
地
域
を
み
な
お
す
、う
ご
か
す
。」

地
域
課
題
解
決
プ
ラ
ン
公
開
審
査
会

近
日
開
催
イ
ベ
ン
ト
案
内

近
日
開
催
イ
ベ
ン
ト
案
内

【
開
催
概
要
】

■
日
時
：

①
事
業
創
造
セ
ミ
ナ
ー
：
平
成
29
年
12

月
16
日
（
土
）
14
〜
17
時

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
個
別
メ
ン
タ

リ
ン
グ
（
２
日
間
）：

１
回
目
（D

ay1

）
平
成
30
年
２
月
４
日

（
日
）
10
〜
18
時

２
回
目
（D

ay2

）
平
成
30
年
３
月
３
日

（
土
）
14
〜
18
時
、
４
日
（
日
）
10
時
〜

■
場
所
：
信
州
大
学 

長
野
（
工
学
部
）

キ
ャ
ン
パ
ス 

国
際
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
２
階 

セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス

※

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
以
下
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://01booster.com
/events/155 

　【
開
催
概
要
】

■
日
時
：
平
成
29
年
12
月
16
日
（
土
）

14
〜
17
時

■
場
所
：
信
州
大
学
工
学
部
キ
ャ
ン
パ

ス
内　

信
州
科
学
技
術
総
合
振
興
セ
ン

タ
ー
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ｅ
ｃ
） 

３
階
大
会
議
室

※

詳
細
は
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

http://shinshu-u-areas.tum
blr.co

m
/sym

posium
20171216

メンバー紹介メンバー紹介　

☟

〒390-8621　長野県松本市旭 3-1-1　CSMIT 内
TEL:0263-37-2091　FAX:0263-37-3049
WEB サイト：http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suirlo

知的財産・
ベンチャー支援室

柏原　秀雄

官
連
携
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
る
中
で
、
大
学
に
お
け
る

知
的
財
産
活
動
は
、
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い

ま
す
。
信
州
大
学
知
的
財
産
グ
ル
ー
プ
で
は
、
研
究
成
果

を
知
的
財
産
と
し
て
適
切
に
保
護
、
活
用
す
る
た
め
、
成

果
の
発
明
相
談
か
ら
、
契
約
調
整
、
日
常
の
知
財
相
談
に

至
る
ま
で
幅
広
い
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
普
段
は
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
り
ま
す
が
、
業

務
の
性
質
上
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
邪
魔
す
る
機
会
も
多

く
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
見
か
け
た
と
き
、
知
的

財
産
に
関
し
て
知
り
た
い
こ
と
が
あ
る
と
き
等
に
は
、
お

気
軽
に
お
声
か
け
下
さ
い
。

　

知
的
財
産
に
関
す

る
業
務
（
出
願
支
援
、

活
用
支
援
、
管
理
業

務
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
社
会
か
ら
産
学

産学官連携・
地域総合

戦略推進本部

高田　正哉

ナ
ル
・
ゼ
ミ
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

お
よ
び
松
本
周
辺
の
産
学
官
連
携
を
主
な
仕
事
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

大
学
改
革
が
進
む
中
で
、
地
域
と
大
学
と
の
関
係
が

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
産
学
官
連
携
と
い
う
、

地
域
と
大
学
の
協
働
を
深
め
る
事
業
へ
従
事
す
る
こ
と

に
大
変
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
信
州
大
学
と

地
域
の
関
係
が
深
ま
る
こ
と
で
、
新
し
い
研
究
的
・
産

業
的
な
発
展
が
で
き
る
よ
う
業
務
に
邁
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
松
本
地
域
で
の
産
学
官
連
携
事
業
で
の
ご
相

談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
９
月
よ

り
、
産
学
官
連
携
事

業
に
携
わ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。「
地

域
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

産学官連携・
地域総合

戦略推進本部

草深　克臣

を
目
指
す
産
学
官
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
信
州
メ
デ
ィ
カ
ル
産

業
振
興
会
」
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

前
職
の
製
薬
企
業
に
お
い
て
は
、
営
業
、
事
業
開
発
、
戦
略

情
報
、
経
営
企
画
、
渉
外
、
広
報
、
秘
書
室
等
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。

　

医
療
現
場
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を
、
長
野
県
内
を
中
心
と
し

た
も
の
づ
く
り
企
業
の
持
つ
高
い
技
術
シ
ー
ズ
と
結
び
付
け
、

共
同
研
究
・
開
発
か
ら
実
用
化
、
事
業
化
ま
で
の
一
貫
し
た

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
医
療
機
器
等
の
創
出
に

よ
る
医
療
へ
の
貢
献
と
共
に
、
企
業
の
新
分
野
へ
の
参
入
と

発
展
に
寄
与
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

医
工
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
医
学
部
及
び
附
属

病
院
を
担
当
し
、
医

療
関
連
分
野
の
振
興

産学官連携・
地域総合

戦略推進本部

櫻井　和德

地
域
企
業
の
技
術
シ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
新
規
医

療
機
器
等
の
開
発
を
支
援
す
る
業
務
で
す
。
工
学
部
出

身
で
長
年
に
渡
り
電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
で
技
術
開
発
を

担
当
し
、
近
年
で
は
本
学
医
学
部
と
医
療
機
器
開
発
に

関
わ
る
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
本
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
を
修
了
し
、
後
に

前
記
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
て
現
職
に
就
き
ま
し
た
。
工

学
的
な
知
見
と
若
干
の
医
学
知
識
を
生
か
し
て
、
医
師

や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
ニ
ー
ズ
を
判
り
易
く
的
確
に
企
業

様
に
お
伝
え
し
、
世
の
中
で
本
当
に
必
要
と
さ
れ
る
医

療
機
器
の
開
発
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

松
本
キ
ャ
ン
パ
ス

で
医
工
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
医

療
現
場
の
ニ
ー
ズ
と


